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                                                             博士論文要約 

























1908 年頃のことである。彼は 1921 年、同職場で出会ったボストニアンのハリエット・デ
ィッキンソン（Harriet Dickinson, 1889～1985）と結婚した。アジア部次長を経て 1931 年
41 歳でアジア部長に就任後、太平洋戦争が始まってもその職にとどまった。1953 年米国籍









Francisco Fenollosa, 1853～1908 日本部長）、岡倉覚三（中国・日本部長）については、後
述するように、これまで様々な研究が発表されてきた。しかしながら、ボストン美術館にお
ける在任期間は、フェノロサは 1890 年から 1896 年までの 6 年足らずである。一方岡倉の
場合は、1904 年から 1913 年までの 9 年間ボストン美術館と関係を持ったが、実はボスト






































































 著名なアメリカ・東アジア外交史家のウォレン・コーエン（Warren I. Cohen）は、『アメ
リカが見た東アジア美術』（1999）を著し、「東アジア美術は、現代のアメリカ文化の重要な
要素の一つであり、アジアの文化がアメリカの生活に溶け込んだよい例であると思う」と述





































































（The Art Complex Museum, 189 Alden Street, Duxbury 以下、ACM とする）が所蔵す




























William Morris Hunt Memorial Library）がまとめて所蔵する『ボストン美術館紀要』23、
『ボストン美術館年報』24及び書籍となっている富田幸次郎の著作である。第 2 に、イザベ
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